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海
外
視
察
の
予
算
執
行
は
凍
結
を 

  

日
本
共
産
党
市
議
団
は
６
月
５
日
、
市
議
会
の

議
会
改
革
の
あ
り
方
等
に
関
す
る
検
討
委
員
会
設

置
に
あ
た
り
、
議
長
あ
て
に
申
入
れ
を
し
ま
し

た
。
皆
川
け
い
し
、
中
原
ひ
ろ
み
、
藤
井
と
し
子

の
３
議
員
が
議
長
応
接
室
を
訪
ね
、
浅
尾
宰
正
議

長
、
原
田
尚
武
議
会
事
務
局
長
が
応
対
し
ま
し

た
。 

 

申
し
入
れ
た
内
容
は
次
の
２
点
。 

 

①
市
議
会
の
検
討
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
一

人
会
派
も
含
め
、
全
会
派
の
代
表
で
構
成
す

る
こ
と
。 

 

②
海
外
視
察
に
つ
い
て
は
、
検
討
委
員
会
で
の

検
討
結
果
に
も
と
づ
く
各
会
派
の
合
意
が
で

き
る
ま
で
、
予
算
の
執
行
は
凍
結
す
る
こ
と
。 

  

海
外
視
察
の
中
止
に
つ
い
て
浅
尾
議
長
は
、

「
予
算
は
す
で
に
計
上
さ
れ
て
お
り
、
（
視
察

に
）
行
く
予
定
の
議
員
も
い
る
だ
ろ
う
か
ら
凍
結

は
難
し
い
と
思
う
が
、
い
ろ
ん
な
意
味
で
早
く
委

員
会
を
立
ち
上
げ
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
検
討

委
員
会
を
全
会
派
で
構
成
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
「
一
人
会
派
が
４
つ
あ
る
が
、
一
人
だ
け
代

表
と
し
て
出
て
も
ら
う
方
向
で
打
診
し
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。 

 

皆
川
団
長
は
、
委
員
会
で
検
討
す
る
テ
ー
マ
に

つ
い
て
、
「
テ
ー
マ
を
し
ぼ
り
、
一
つ
ひ
と
つ
成

果
を
出
せ
る
よ
う
に
す
る
べ
き
だ
」
と
要
望
し
、

議
長
は
「
同
感
だ
。
ま
ず
は
海
外
視
察
か
ら
」
と

答
え
ま
し
た
。 

日本共産党市議団が 

議会改革のあり方検討委員会

設置にあたり、議長に申し入れ 

日本共産党市議団は 

発動を許さない 
たたかいの先頭に立ちます 

市長も「適用される事態とならないことを願う」 

 
 参院本会議で有事法が可決強行され、党広島市議団

は、発動を許さないたたかいの先頭に立っています。10
日には「テロ糾弾、報復戦争反対、有事法制許すな！広

島共同センター」のデモ行進に参加しました。 

 広島市長も、「十分な審議及び国民的議論が尽くされ

ていない…ヒロシマとしては、国際社会での紛争の抑止

や解決には、武力ではなく話し合いによる平和的な解決

の道を探ることが何よりも大切である…、国に対して

は、有事を起こさせないための最大限の外交努力を尽く

すことを強く求めたい。…有事関連法が現実に適用され

る事態とならないことを願っている」とコメントしてい

ます。  
 市議団は引き続き、議会の内外で発動を許さないたた

かいを展開する決意です。 

広
島
共
同
セ
ン
タ
ー
の
人
た
ち
と
と
も
に
デ
モ
行
進
す
る

（
左
か
ら
）
中
森
辰
一
、
藤
井
と
し
子
、
村
上
あ
つ
子
の

各
議
員
＝
６
月
10
日
、
広
島
市
中
区 

有事 

法制 

浅尾議長（右端）に申し入れる、（左端から）藤

井、中原、皆川の各議員＝６月５日、議長応接室 



昨年12月議会でも改善要求―党市議団 

 党市議団はこれまでも、機会あるごとに入札制度

の改善について取り上げ、昨年１２月議会でも皆川

議員が、「特に議会のチェックを受けない高速道路

公社など外郭団体の発注工事に高値落札の傾向が著

しい」と指摘し、改善を求めました。 

工事請負契約に係る入札・契約制度の改善について（要旨） 

 

（１）建設工事への暴力団の関与の排除徹底 
①市の発注工事に暴力団が介入してきた場合には、市と警察に届け出ることを義

務付ける。 

② 市と県警本部で構成する「広島市建設工事等暴力団対策連絡会」を設置し、

協力体制を整備する。 

③ 暴力団関係企業が市の発注工事を受注していることが判明した場合には、契

約を解除し、その契約額の１０分の１を徴収できるようにする。 

 

（２）工事費内訳書の提出拡大 
工事費内訳書は、従来、「原則として設計金額３千万円以上の入札」について提

出を義務付けていたが、今後、「予定価格２５０万円超の全ての入札」について提

出を義務付けて、適正価格での入札を図る。 

 

（３）系列会社の入札参加制限の拡大 
公募型指名競争入札及び希望型指名競争入札においてすでに実施している

「系列会社の入札参加制限」を、一般競争入札及び汎用型指名競争入札にも実

施し、入札の透明性、公正性をさらに高める。 

 

（４）随意契約（見積合わせ）における業者選定理由書の公表 
随意契約において、設計金額１００万円以上の工事については、「見積業者選定

理由書」を作成・公表し、従来明らかにされていなかった業者選定理由を明らか

にする。 

 

（５）随意契約（見積合わせ）における業者選定数の拡大 
「３者以上」としている随意契約（見積合わせ）の業者選定数を、設計金額１００万

円以上の工事については「６者以上」とし、公平性を高める。 

 

（６）入札後資格確認型一般競争入札の試行 
電子入札の導入に向けて試行している郵便入札において、従来、入札前にすべ

ての入札参加希望者におこなっていた資格審査を、入札で最低価格を提示した

業者（落札予定業者）のみにおこない、事務の簡素化につとめる。 

 

（７）ISO９００１または９００２の認証取得業者対象工事の試行 
設計金額2億円以上の一般競争入札または公募型指名競争入札について、

ISO9001（品質管理マネジメントシステムの国際標準規格）の認証取得を資格要

件として入札を試行し、ISOの有効性を検証する。 

今年1月、指名業者数の制限を撤廃 

 広島市は今年１月から、政令市で初めて、設計金

額２５０万円以上のすべての公共工事を対象に指名

業者数の制限を撤廃し、地元企業の入札参加の促進

と談合防止へ踏み出しています。今回は、これに続

く改革となります。 

入札・契約制度をさらに改善 

市が6月から 談合防止 透明性の確保へ 

【用語解説】 
設計金額 
発注者が工事にかかる資材費や人件費

などを積算した金額。 

 

予定価格 
入札の上限額。設計金額の端数を切り捨

てるなど修正してはじき出す価格。 

 

一般競争入札 
契約に関する公告を行い、一定の資格が

ある不特定多数の希望者すべてが参加

できる入札。 

 

指名競争入札 
事前の審査で入札参加資格を有すると

認められた者の中から、発注者が入札参

加者を指名する入札。広島市では「汎用

型指名競争入札」という。 

 

公募型指名競争入札 
契約に関する公告を行い、申し込みをし

た受注意欲のある者の中から、発注者が

入札参加者を指名する入札。 

 

希望型指名競争入札 
受注を希望する工事の種類をあらかじめ

業者に登録させ、その中から工事内容に

応じて発注者が入札参加者を指名する

入札。 

 

随意契約 
契約の相手方を選定するのに競争の方

法によることなく、適正に施工できる者を

選んで契約を結ぶ方法。予定価格が250

万円を超えない小額工事の発注手続を

簡略するなどの目的で用いられる。競争

性を維持するために複数の相手から見

積書を徴することが望ましい（見積り合わ

せ）。 

 広島市はこの６月から、工事請負契約の入札契約制度の新たな改善策を実施しています。これ

までの取り組みを検証しながら、「当面実施可能な」下記の改善に取り組んでいます。 


